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多くの来場者でにぎわう
２

26
25ユニークなアイデアばかり

３
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　地球温暖化対策の一環として、市が実施したエコ

ライフ事業の取り組みの中で「期間中の取り組みが

ユニークなもの」や「省エネ対策として普及しそうな

取り組み」で特に優秀と認められた取り組みに対し、

省エネ家電などを贈る贈呈式が行われました。

　今後も普段の生活の中で「節電や省エネ」を意識し

て、無理なく、楽しいエコライフを実践し、家庭で

できる節電・省エネに引き続きご協力ください。

【最優秀賞1人・優秀賞４人】

　最優秀賞　田平町　江下　和惠さん

　平戸瀬戸市場で「平戸瀬戸市場５周年記念誕生祭」

が開催されました。

　直売所では、平戸で取れた新鮮な農水産物を買い

求めようと、市内外からの大勢のお客さんでにぎ

わっていました。

　屋外の会場でも炭火で食べる海鮮バーベキューや、

農産物、あごだしうどん、干物などが販売され、多

くの人が買い求めていました。さらにいちごの早食

い競争も行われ、多くの人が参加し優勝目指して頑

張っていました。

峠の炎が春をよぶ
２
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　川内峠で野焼きが行われました。当日は近隣の地

区住民、市、消防など約150人の関係者が参集し

て実施しました。

　午前９時に火入れを行い、草原のススキなどが勢

いよく燃え広がり、あたり一面はあっという間に

黒々とした景観に変化していきました。訪れた見物

客やアマチュアカメラマンも炎で変わりゆく景色に、

魅了されていました。

　４月上旬には、わらびやぜんまいなどの新芽が顔

をだし、山菜取りの人たちなどでにぎわいます。

地域に愛された保育所が閉所
３
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　根獅子町へき地保育所園舎で、地域の人たちが見

守る中「根獅子町へき地保育所閉所式」が開催されま

した。

　根獅子町へき地保育所は昭和44年に開所し、そ

の当時は45人が通っていましたが、少子化などの

影響から徐々に児童が減少し、現在は３人となって

おり惜しまれながらも48年の歴史に幕を閉じまし

た。式典では、旧卒園児あいさつや閉園プレート設

置式などが行われ、数々の思い出が詰まった保育所

に、皆さん最後の別れを告げていました。

　生月保育所で、歴代園長先生や地域の人たちが見

守る中「生月保育所閉所式」が開催されました。

　生月保育所は、昭和29年に開所し、多いときは

約120人の園児が通っていましたが、少子化の影

響から、63年の長い歴史に幕を閉じました。

　式典では、園児らによる園歌や別れの歌が披露さ

れ、見守っていた地域の人たちや保護者の皆さんは

大勢涙を流していました。その後中央公民館で開催

された想い出の会では、懐かしい写真の展示や園児

による踊りが披露され、最後の別れを惜しみました。
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　根獅子小学校体育館で、「第８回うましの里・根

獅子食まつり」（根獅子集落機能再編協議会）が開催

されました。

　会場には、地元の皆さんが出品したごはん類やお

かず、お菓子など約150品の郷土料理や創作料理

が並び、市内外から集まった約450人の皆さんは、

舌鼓を打ち、食の魅力やおもてなしを満喫しました。

　また、地域づくりについての基調講演や、重要文

化的景観に選定された地域の代表者を招いたパネル

ディスカッションなども開催されました。

郷土の魅力を再発見
３

　生月町中央公民館前の生月漁港防波堤の壁面に、生

月小学校６年生の児童18人が卒業記念として、大き

なマンボウを描いた壁画が完成しました。今年は、市

民活動事業の「生っ子われら水産光耀隊」事業の一環と

して行われ、生月漁港防波堤の壁面を一つのキャンパ

スに見立てて、壁画を作成しました。

　この日は、出来上がった作品の前で記念撮影を行い

「下絵をカッターで切り抜くことや色合いを調整した

りするのが難しかったけど、みんなで一緒に楽しくで

きていい思い出になりました」と笑顔で話しました。

今年は巨大マンボウが登場10
３

63年の歴史に幕を閉じる18
３

　平戸ライオンズクラブの中島潤二前会長と松尾勝

博幹事が、市教育委員会教育長室を訪れ、今春から

市内の小学校に入学する１年生約240人に防犯ブ

ザーを寄贈されました。平戸ライオンズクラブ設立

30周年記念事業と地域への社会奉仕活動の一環とし

て、子どもたちの登下校の防犯対策に活用してほし

いと毎年寄贈され、今年で９回目となります。

　中島前会長は「使わないことが一番だが、万が一の

時に役立ててほしい。今後も子どもたちが安心して

登下校できるよう支援していきたい」と話しました。

子どもたちの安心・安全に13
３

・

５


